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シンガポール取引所（SGXL） 
米為替取引システム会社「マックス・トレーダー」を買

収。主力の通貨デリバティブ事業の成長加速に期待。 
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• 2022/6期1H（7-12月）は、営業収益が前年同期比0.2％増、営業利益が

同4.8％減。BidFXが増収に貢献も同社に係る営業費用増が響き減益。 

• 中国経済に対してFTSE中国A50先物や人民元米ドル先物、経済再開・

貿易拡大に対してコモディティ等のデリバティブ伸長が期待される。 

• 米為替取引システム会社「マックス・トレーダー」を買収。BidFXとの

シナジー効果による通貨デリバティブ事業の成長加速が期待される。 

What is the news? 

2/4発表の2022/6期1H（7-12月）は、営業収益が前年同期比0.2％増の

5.21億SGD、営業利益が同4.8％減の2.59億SGD、純利益が同8.7％減の2.18

億SGD。2020年に買収した金融機関向け為替取引システム運営のBidFXが

増収に寄与した一方、同社および2020年に買収した指数プロバイダーの

Scientific Beta社に係る人件費上昇、およびBidFx社のシステム補修費用・

の増加により営業費用が同8.2％増と嵩んだことが利益面で響いた。 
 

主要3事業セグメント別の営業収益は以下の通り。 

「債券、および通貨・コモディティに係るデリバティブ事業」は前年

同期比14.8％増の1.13億SGD。その内、①「債券」は1.4％減、②通貨・コ

モディティに係るデリバティブはBidFX経由の取引枚数増加により同

16.1％増となった。 

「現物株式及び株式デリバティブ事業」は同4.6％減の3.34億SGD。その

内、③現物株式が同5.1％減の1.90億SGD。コーポレートアクション関連収

益が減少したほか、1日の平均取引額の減少によりトレーディングおよび

清算収益が減少した。④株式デリバティブは同3.9％減の1.43億SGD。FTSE

中国A50先物等の平均取引手数料の上昇によりトレーディングおよび清算

収益が増加したものの、財務収益が運用利回りの低下により減少した。 

「時価データ・指数および接続事業」は、同3.3％増の73.1百万SGD。そ

の内、⑤市場データ・指数関連収入が同4.5％増の41.4百万SGD。Scientific 

Beta経由の収益が増加したほか、月額定額のデータサブスクリプション

が増加。⑥接続に係る収入は同1.9％増の31.8百万円SGDだった。 
How do we view this?  

 2022/6通期会社計画は、総費用が5.65-5.75億SGD（前期実績4.30億

SGD）、資本的支出が60-65百万SGD（同51.1百万SGD）と従来計画を据え

置いた。FTSE中国A50先物、人民元米ドル先物、中国国債ETF、鉄鉱石先

物は中国経済の拡大によるエクスポージャー管理ニーズの高まりが期待

されるほか、貨物・石油・ゴム・農産物等のコモディティ先物は経済再

開に伴う貿易・輸送の回復により、取引枚数の拡大加速が期待される。 

今年1月、取引システム運営の米フレックス・トレード・システムズか

ら銀行やブローカー向けに為替取引やリスク管理システムを提供するマ

ックス・トレーダー社を買収した。機関投資家向けシステム運営のBidFX

とのシナジー効果で通貨デリバティブ事業の成長加速が期待されよう。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=78.13円

事業年度 2019/6 2020/6 2021/6 2022/6F 2023/6F

営業収益（百万SGD） 909 1,052 1,056 1,088 1,176

当期利益（百万SGD） 391 471 445 431 479

EPS（SGD） 0.36 0.44 0.41 0.40 0.44

PER（倍） 26.19 21.43 23.00 23.46 21.29

BPS（SGD） 1.02 1.16 1.30 1.40 1.51

PBR（倍） 9.25 8.13 7.25 6.74 6.25

配当（SGD） 0.30 0.31 0.32 0.33 0.34

配当利回り（%） 3.18 3.29 3.39 3.50 3.61

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.33 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 9.43

会社概要

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2022/2）     （％）
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1999年設立。アジアを代表する資本市場インフラであ

り、取引所やクリアリングハウスの所有、運営を行ってい

る。株式、債券からデリバティブ商品までマルチ・アセット

に対応しており、上場から取引、清算、決済、保管および

データサービスまでに至る、総合的なサービスを提供し

ている。上場株式の40％がシンガポール国外の発行体

のものであるほか、上場公社債の80％が国外で組成さ

れたものであるなど、国際化が進んでいる取引所であ

る。

同社は、「①債券、および②通貨・コモディティに係る

デリバティブ」、「③現物株式、および④株式デリバティ

ブ」、「⑤時価データ・指数、および⑥接続」の3事業セグ

メントから構成されている。
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